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1930年代における日系アメリカ人の 
文学活動にみられる「左翼的」な結びつき 
―反ファシズムの日系新聞『同胞』をてがかりに― 
 
水野真理子 
 
 
１．はじめに 
 グローバル化が急速に進む現代社会においては，「越境」の文学，文化的活動，すなわちある文学作品や文学，
文化を生み出す活動が，ただ一つの国家の言語や文化的背景のみにおさまりきらないという状況に対して，研究者
たちの関心が高まっていると思われる1。日系アメリカ人の文学活動もこうした国境を越えた文学の一つとして研
究対象となり，日本とアメリカの文化的背景がどのように表象されているかという問題が一つの重要な焦点として
論じられてきた。ただ，数多くの研究蓄積においては，文学研究という性格上，これまで作品，作家研究が主流で
あった。しかし，そうした研究は基礎的な重要さを持つものの，個々の「点」としての研究で完結しがちな傾向が
あり，各作家，作品などが他の作家や作品，文学活動とどのようなつながりを持っているのか，時系列的，あるい
は地域を横断するかたちでその連続性や関連に着目する研究は比較的少なく留まっている。人種，国境，世代，地
域を様々なかたちでまたぐ文学活動であるからこそ，こうした横のつながり，相互の連関をみることは意義のある
視点であろう。 
 筆者は上記のような問題意識のもと，日系アメリカ人の文学活動をその開始時期から，主流社会でアメリカ文学
の一つと目されるにいたるまでの約 100 年間を対象期間とし，一世世代から二世，三世に至る日系アメリカ人の
文学活動の変遷を，世代間のつながりや断絶，日本語，英語の両言語による文学活動の差異と接点などに着目して
明らかにしてみた2。その研究をより発展させるために，本稿では日系人の「左翼的」活動を一つの鍵として，日
系アメリカ人の文学活動に見いだされる横断的なつながりの糸を探ってみたいと思う。 
ここで使用する「左翼的」の意味は，1917年のロシア革命以降，全世界的に広まった共産主義，社会主義思想，
さらに第二次世界大戦における枢軸国のファシズムに対抗し，民主主義を擁護する目的を掲げた運動などを指して
いる。さらに，そうした思想，活動に従事した日系人の中には，労働運動に関心を抱き，プロレタリア文学的要素
の強い作品を書いた者もいたため，プロレタリア派もその「左翼的」の語彙の中に含めたい。実際の資料において
も「プロレタリア」の言葉が使用されている。また，「進歩的」との言葉が使われていることもある。本来であれ
                                                   
1 作品自体としては，日本語を母語としない作家による日本語文学，リービ英雄，アーサー・ビナード，デビッド・ゾペティ，
楊逸などの作品があり，さらに在日朝鮮人作家による文学もある。日本における文学に限らず，ドイツ文学，カナダ文学などに
おいても，また日系人の文学についても，国境を越えた文学についての論考，研究書が多数出版されている。真田桂子『トラン
スカルチュラリズムと移動文学』（彩流社，2006）；土屋勝彦編『越境する文学』（水声社，2009）；細川周平『日系ブラジル文
学』（全２巻）（みすず書房，Ⅰ[歴史] 2012，Ⅱ[評論] 2013）；水野真理子『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷―1880年
代から 1980年代にかけて』（風間書房，2013）；日比嘉高『ジャパニーズ・アメリカ―移民文学・出版文化・収容所』（新曜社，
2014）；西成彦「『二世文学』の振幅―在日文学と日系文学をともにみて」『生存学』7号, 2014年 3月, 68-85など。 
2 水野,『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷』。 
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ば，この「左翼的」の定義をより詳細に確定する必要があるのだが，現段階では，日系人社会にみられるその「左
翼的」な動きの内実が，どのようなものだったのか，まだ明瞭にすることができないため，このような広範囲な意
義として捉えておきたい。 
ではなぜこの「左翼的」活動に着目するかといえば，日系アメリカ人の文学活動の変遷において，特に 1930年
代以降，「左翼的」，あるいは社会主義的，共産主義的な思潮や活動が，しばしば垣間見られるからである。例えば，
1936 年 12 月に創刊された，日系一世，二世の日本語文芸雑誌『収穫』には，プロレタリア詩や労働問題に言及
した作品などが見られる。また，充実した文芸欄を持っていた日本語新聞『加州毎日』でも，プロレタリア派の作
品，そしてプロレタリア的傾向に数人の文芸人たちが傾いていくことへの異論なども掲載されている3。また，ア
メリカ共産党とのつながりを持ち，反ファシズム路線を掲げた新聞『同胞』（1937－1942）において，英語欄を担
当した二世が，その後，日系人強制収容所の一つであるマンザナー収容所で『マンザナーフリープレス』（Manzanar 
Free Press）を発行し，その編集メンバーには『収穫』に寄稿していた二世で社会意識の強いグループの一員だっ
た者も含まれている4。さらには戦後においてニューヨークで発行された文芸雑誌『NY 文藝』に集まった文芸人
たちには，戦前，共産党員として活動していた者，あるいは太平洋戦争中には，日，独，伊のファシズム体制から
民主主義を守るという信念のもと，連合軍の対日情報部員として，またアメリカ陸軍の戦略事務局員として従軍し
た者がいた5。また，寄稿されている作品の内容も，人種間の平等や社会意識の強い作品が多くあり，1930年代に
おいてみられた「左翼的」思潮や活動との連続性が推察される。 
 他方，日系アメリカ文学研究以外の研究分野においては，特にメディア研究を中心に，概して捉えることの難し
い「日系左翼」の活動について，ある程度の研究蓄積はある。特に挙げられるのは，田村紀雄の一連の論考である。
先述した新聞『同胞』の復刻とその解題「反ファシズムの新聞『同胞』―1937年～1942年」は『同胞』の編集者
藤井周而を中心に，日系二世，帰米二世も含めた社会主義・共産主義的動きや主張が太平洋戦争に向かう時間軸に
おいて，どのように変容したのか，その概観を明らかにしている6。また，日本文学研究からは，プロレタリア文
学者の前田河広一郎に関して，アメリカ時代に生み出した作品や，在米の日本人社会主義者金子喜一との関係に言
及した論文，研究書もいくつかある7。加えて，研究論文としてではないが，ニューヨークを拠点とするアメリカ
美術界における日本人・日系人画家たちが，左翼的な活動に従事していたことは，自伝，評伝，解説書などでよく
言及される。例えば，石垣栄太郎，国吉康夫，そして作家で石垣の妻の石垣綾子などは，第二次世界大戦に際し，
ファシズムに対抗し，自由と民主主義を守ろうとする社会的活動に積極的に参加した8。彼らに加え，「日系左翼」
                                                   
3 水野，『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷』，183-86。 
4田村紀雄「反ファッシズムの新聞『同胞』―1937年～1942年」『同胞』復刻版・付録，お茶の水書房，1988，30-34。 
5 山本岩夫「アメリカ東海岸唯一の文芸誌『NY文藝』」篠田左多江，山本岩夫共編著『日系アメリカ文学雑誌研究―日本語雑
誌を中心に―』（不二出版，1998），106-126。 
6田村，「反ファッシズムの新聞『同胞』」;田村紀雄「新聞『階級戦』と劔持貞一―1920年代サンフランシスコ・日本町」『人文
自然科学論集』122巻，2006年10月，57-75；田村紀雄「1930年代 “アメリカ亡命”組のナラトロジ」『東京経済大学人文自然
科学論集』124巻，2007 年 11月，3-17。 
7 例えば中田幸子『前田河弘一郎における「アメリカ」』（図書刊行会，2000）；鍵本有里，高橋美帆「前田河弘一郎『二十世紀』
論―在米日本人作家の再評価」『奈良工業専門学校紀要』38，2002，133-148;Kristina S. Vassil, “Passages Writing Diasporic 
Identity in the Literature of Early Twentieth- Century Japanese America,” (PhD diss., University of Michigan, 2011), 
197-248などがある。  
8 石垣綾子『海を渡った愛の画家―石垣栄太郎の生涯』（御茶ノ水書房，1988）；石垣綾子『石垣綾子日記』上巻，下巻（岩波
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の活動を語る上で，重要な人物は，帰米二世のカール・米田である。彼は共産党員として労働運動，反ファシズム
運動に参加してきた軌跡を自ら公言し，「左翼的」な立場から日系人の歴史の一側面を記述してきた。彼の著作も
「日系左翼」の研究において参照すべき資料である9。彼は文学にも関心があり，詩や随筆を書くなど，戦後には
『ＮＹ文藝』の積極的寄稿者だった。 
 以上のように，日系人の文学活動，ならびに芸術活動，そして文学作品や日系人の主義主張の発表の場であった
雑誌，新聞などのメディアにおいて，日系人の「左翼的」活動は随所に見られる。それらは，1920年代頃から広
まっていった共産主義，社会主義，反軍国主義，反ファシズムの動きの中で生まれ，相互に緊密な接点，あるいは
緩やかな連関，間接的な関わりなどを持ちながら発展，もしくは消滅，解消していったと思われる。本稿ではそう
した「左翼的」活動を軸とした横断的なつながりの一端を，特に，1930年代の日系人の文学活動に焦点を当てて，
今後のより発展的な研究の基礎的段階として示したいと思う。 
 
２．1930年代の一世，二世の雑誌にみられる思潮傾向―これまでの認識として10 
1930年代の日系社会は，坂田安雄「戦後 50年と日系アメリカ人史研究―語られない 1930年代」（1995）が示
したように，日系移民研究の分野においては空白域となってきた11。それは，太平洋戦争に向かう重要な時期であ
りながら，日本とアメリカの間で日系人たちが置かれた複雑な立場のために，また日系人強制収容という悲運のた
めに，資料の散逸や語ることの難しさという問題に直面してきたからであった。しかし，近年ではこの空白域を埋
めようと，1930年代に関する研究は少しずつ積み重ねられてきている12。 
日米関係の悪化，太平洋戦争，日系人強制収容，日本の敗戦へと続いていく 1940 年代前半の序曲となる 1930
年代は，不穏なイメージをともなう時代として位置づけられていよう。アメリカにおいては，1929 年 10 月，ニ
ューヨークのウォール街で株価の大暴落が起こり，1920年代の繁栄の時代は，突如，失業者で溢れる大不況の時
代となった。また，日本においても，アメリカに端を発した世界恐慌の影響から，昭和恐慌が始まり，その苦難か
ら脱出するための道として，満州，朝鮮半島をはじめとする大陸への進出がはかられ，軍国主義の機運が高まって
いった。 
こうした状況下において，日系社会もその影響をさまざまな局面で受けていった。特に日系社会で議論の的とな
ったのは，一世から二世への世代交代にともなう「第二世問題」であった。一世たちは日米関係が悪化していく中，
二世の将来や日系社会の行く末を案じ，二世の二重国籍を解消する運動や，日本に滞在している二世を呼び戻す帰
米奨励運動などを展開した。また日本とアメリカの架け橋的役割を二世が担うことを期待し，二世の日本留学が推
進された。 
一方，二世たちにとっては，世界恐慌に始まる景気の悪化のせいで，また日系人社会全体を挙げての様々な努力
                                                                                                                                                                        
書店，1996）；山口泰二『アメリカ美術と国吉康雄―開拓者の軌跡』（日本放送出版協会，2004）。 
9 カール・米田，田中美智子・田中礼蔵訳『がんばって―日系米人革命家 60年の軌跡』（大月書店，1984）；カール・ヨネダ『在
米日本人労働者の歴史』（新日本出版社，1967）；カール・ヨネダ『マンザナー強制収容所日記』（PMC出版，1988）。 
10 水野，『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷』，第三章，四章を参照されたい。  
11 坂田安雄「戦後 50年と日系アメリカ人史研究―語られない 1930年代」『移民研究年報』第１巻，1995，3-42。 
12 例えば，1930年代に日本に渡った留学生に焦点を当てた，マイグレーション研究会編『来日留学生の体験―北米・アジア出
身者の 1930年代』（不二出版，2012），日米両国における二世の教育問題に言及した，吉田亮編『アメリカ日系二世と越境教育
―1930年代を主にして』（不二出版，2012）がある。 
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にもかかわらず，改善することができないアメリカ主流社会における人種差別が要因となり，就職難という問題に
陥っていた。高い学歴を得て，大学を優秀な成績で修了しても，彼らが希望する専門職，例えば医師，歯科医，技
師，薬剤師，弁護士，建築家などに就くことは極めて困難であった。代わりにわずかに就くことができた専門職の
ほとんどは教師で，他は商業，野菜や果物店での店員，両親の農業の無償での手伝いなどであった13。 
二世の就職難の理由としては，大恐慌，人種差別の他に，皮肉にも両親である一世たちが壁になっているという
現実もあった。一世がまだ日系社会の経済を握る中枢となっていたため，二世は一世の影に隠れてしまわざるを得
なかったのである。二世は，白人主流社会に存在する見えない壁に苦しむ一方で，日系社会においても自分たちの
力を発揮できないというジレンマに悩まされ，自信を失いかけていた。 
このような日系社会の現況を，特に一世側から反映している雑誌が，文芸雑誌『収穫』（1936-1939）であった。
この雑誌は，1936年 12月に「北米詩人協会」の機関誌として創刊され，その後，第 2号からは「北米詩人協会」
と「桑港文芸協会」が合併した「文芸連盟」の機関誌となって，1939年 6月まで発行された14。一世から二世へ
の世代交代の時期を反映し，両者の言語的乖離を克服すべく，一世の日本語文学と二世たちの英語文学を統合しよ
うと試みた雑誌でもある。また，作品の質，内容の充実度や，アメリカ西部だけでなく，東部，中西部にも同人が
いるという範囲の広さから，1900年頃から始まった一世による日本語文学の集大成のような雑誌であった。 
掲載される作品の傾向としては，全体的に政治色は薄く，彼等自身の日常を切り取り，詩や短歌，俳句のかたち
で表現しているという傾向が見受けられた。ただ，労働者としての自覚を全面に出した，プロレタリア詩が数多く
掲載された時期や，その傾向に対しての懐疑や批判の声が載せられている時期もあった。また，後半には日本軍の
中国での戦闘を支持する意見や，日本に対する愛国心を描く短編小説もあり，雑誌全体の主義というものはあまり
統一されておらず，各書き手が各自の考えるところを書いているという雰囲気であった。その分，自由度は保たれ
ていたとみることができよう。実際に，『収穫』第 2 号の巻頭言「合同刊行の言葉」においては，「各地に個々の
文芸団体や少数の文芸発表機関はあるが，全米的に作品の種類を問はず歓迎する普遍的な，大衆的な総合された発
表機関は一つもない。全く生まれ出た『収穫』こそ，かけがへのない一人娘ではある。」と，『収穫』が作品の内容
を厳格に選ぶのではなく，広く日系人の文学活動の受け皿になることを目標としていることが伺える15。 
他方，二世たちは，1930年代半ばからいくつか英文雑誌を発行していたが，どれも短命に終わり，その経過を
経て，二世文芸人・文化人たちの活動を結集させた雑誌『カレントライフ』（Current Life）が 1940年 10月に創
刊された。この雑誌は，先述した「第二世問題」をどのように二世たちが克服するか，その問題を強く意識した上
で発行された雑誌であった。ジェームズ・オオムラをはじめとする『カレントライフ』の編集者たちは，白人主流
社会と日系社会の間で，くすぶっていた二世たちの自信を取り戻すために，二世独自の文化的アイデンティティを
求め，一世世代との民族的・文化的つながりを保ちながら，アメリカ人としてアメリカ主流社会に参入していこう
という目標を掲げた。この目標のもとに，二世の文学や芸術，スポーツなどの活動を雑誌に紹介し，主流社会に対
して二世の存在と彼ら自身の文化・思考のあり方を主張した。この雑誌においては，アメリカニズム（アメリカは
                                                   
13 Paul Spickard, Japanese Americans: The Formations of an Ethnic Group, rev.ed. (New Brunswick: Rutgers University 
Press, 2009), 94-95. 
14 『収穫』の創刊背景に関しては，山本岩夫「幻の文芸誌『収穫』」篠田，山本，『日系アメリカ文学雑誌研究』，17-29を参照。
また本稿では雑誌自体は『収穫』全 6号，復刻版『日系アメリカ文学雑誌集成①』（不二出版，1997）を使用している。 
15 野村信一郎「合同刊行の言葉」『収穫』第 2号，2。発行年月は 1937年 5月と推測される。 
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人種の多様性を尊重する国だという認識），アメリカ国家に対する信望がうかがえ，それはまた興味深いことに，
他のマイノリティ作家たち，例えば，旧ユーゴスラヴィア（現スロヴェニア）出身のルイス・アダミック，アルメ
ニア系二世のウィリアム・サロイヤンらも同様の信念を持ち，日系二世の文芸人たちは彼らと交流しながら，移民
出身，またはその家系であるマイノリティ作家たちの存在感を主流社会で高めようと努力した。さらに，二世の政
治的組織として生まれ，強い影響力をしだいに獲得していく日系アメリカ市民協会（Japanese American Citizens 
League: JACL）のリーダーたちも同様のアメリカニズムの理想を共有していたと考えられる。 
こうした『収穫』『カレントライフ』においては，これまであまり「左翼的」な活動との明確な関わりは見えて
こなかった。それは，おそらく筆者が日系社会の変容と世代間のつながりに着目して，資料を読解，分析していた
からとも考えられる。ところが，次に説明する，『同胞』の新聞記事を鍵とすれば，これらの雑誌をはじめとする
日系文芸人たちの文学活動の新たな側面が見えてくるように思われるのである。 
 
３．文学活動にみられる「左翼的」活動とのつながり―『同胞』も視野に入れて 
３－１．『同胞』の記事を介してみえるもの  
日系新聞『同胞』は反ファシズム人民戦線の機関紙として，1937年 1月 1日，ロサンゼルスで発行された16。
編集兼発行人は，帰米二世で共産党員の藤井周而であった。1936年末に，共産党員であった帰米二世カール・米
田が主筆を務めていた『労働新聞』が廃刊した際，より大衆的な反ファシズム新聞の発行をアメリカ共産党日本人
支部が決定し，その役割が藤井に任されたことで『同胞』発行へと動いていった。 
この資料に，「左翼的」日系文芸人に関する記述がある。小松孫之助による 1938年 4月 30日「文芸雑感」であ
るが，その内容は次の通りである17。まず，「北米短歌協会」の歌人渥美久雄に関して，彼は，故国日本の改造社
編の『新万葉集』に三首の和歌が当選したが，不幸にもその知らせを聞いてすぐ逝去したと説明し，「反動家の多
い中に進歩的平和愛好的な作風を見せてくれた氏の逝去を悲しむのは私一人ではあるまい」とその死を悼んでいる。
そして渥美の遺稿，「働けば食ふに困らぬアメリカと安けくあり日は過ぎにけり」を紹介している。ここで「反動
家の多い中」すなわち，反共産主義的な力の強い社会において，「進歩的平和愛好的」な作風を生み出してきたと
評価していることから，渥美の作品が，共産主義活動に従事する者の心に訴える要素を持っていたということが示
唆されよう。渥美は，『収穫』の組織，「文芸連盟」に含まれる「北米詩人協会」の会員であり，「北米短歌協会」
のメンバーでもあった。「北米短歌協会」の詠草が『収穫』に掲載されていることから，「北米短歌協会」と『収穫』
の母体「文芸連盟」は親しい存在，もしくは「文芸連盟」が「北米短歌協会」を包含していたと考えられる。渥美
の逝去に関しては，『収穫』第 5号（1938年 10月）にも，「故渥美久雄氏を悼む」と題し，追悼歌や詩，随想が
４頁に渡って載せられている18。先の『同胞』の記事との関連性が見受けられ，小松と渥美をはじめとするこの『収
穫』の同人との接点，交流があったことを推測させる。 
さらに小松は，「在米の文芸家が生活に目覚めて段々と進歩的になりつゝあるのは喜ばしい。」と，「進歩的」な
                                                   
16 『同胞』の創刊背景に関しては，田村,「反ファッシズムの新聞『同胞』」を参照。 
17 小松孫之助「文芸雑感」『同胞』1938年 4月 30日，『同胞』復刻版，57。なお小松についての詳細はわからないが，『収穫』
の母体「文芸連盟」の会員名簿に名前がないことから,「文芸連盟」の会員ではないようだ。 
18 「故渥美久雄氏を悼む」『収穫』5号，1938年 10月，57-60。 
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傾向を帯びつつある文芸人たちに着目している。そして，サンフランシスコ，ロサンゼルスにいる「進歩的」な文
芸人の名前を挙げている。その名前は，「桑港―東城小南，加藤三郎，武田静子，しんいちろう，羅府―林田盛男，
上山平八，武田露二，種村青蕪，早川和夫，松田露子，原新吉，山下上人」である。また，「二世の英文作品にも
所謂生活派がふえつゝ」あるとし，その例として「ラリー田尻，パップ津田，ジョー大山，カール近藤，ジョージ
古屋，チエ森」が挙げられている。これらの人物たちは，日系社会の文芸，ジャーナリズムで中心的，あるいはか
なり名の知られた人々である。サンフランシスコ，ロサンゼルスの文芸人として列挙されているのは，日本人一世，
呼び寄せ一世，帰米二世で，彼らは『収穫』の同人や寄稿者である。また二世として言及されている者の中で，ラ
リー田尻は日系新聞『加州毎日』や『日米』の英語欄を担当，また二世の政治的組織，日系アメリカ市民協会（JACL）
の機関誌『パシフィックシチズン』（Pacific Citizen）のコラムニストであり，さらに，トパーズ収容所で二世を
中心に発行された英語雑誌『トレック』（Trek）に寄稿してもいた。カール近藤は『収穫』3号の英語欄のアシス
タント編集者であり，チエ森はのちに説明する上山平八の妻で，日本語新聞の英語欄によく詩を投稿していた人物，
そしてジョー大山は，二世の著名なコラムニストであったメアリ・オオヤマの弟で，『収穫』に作品を投稿してい
た。 
 ここで「進歩的」の意味がどのようなものとして使われているのか吟味する必要があるだろう。最初に言及した
ように，彼らの活動の実態がまだ明確になっていないため，明言することはできないが，小松がアメリカ共産党の
日本人支部の機関誌である『同胞』で述べているという点，また名前を挙げた文芸人たちが労働や生活のあり方に
注目した作品を書いているというその特徴から，共産主義的，社会主義的，プロレタリア的という広範囲な意味を
持つと考えられる。そして，これらの名前を挙げられた人々が「進歩的」であるとすれば，一世，二世たちの文学
活動を行う者たちの中に，社会意識の強い，共産主義的傾向を持つ人々が多くいたと推察される。これまでの認識
においては，筆者はあまり『収穫』に「左翼的」傾向，政治的傾向を認めてはこなかった。また二世の文学活動に
おいても，その点をまだ明らかにすることはできなかったが，再度注意深く彼らの活動を再検証してみる必要があ
るだろう。 
 
３－２．『収穫』におけるプロレタリア文学の傾向 
 『収穫』を作者の置かれた立場から離れて，純粋に作品のみから見た場合，プロレタリア文学的な作風は見られ
たものの，さほど強い政治的，「左翼的」傾向というのは感じられなかった。プロレタリア文学は，日本において
は 1920年代から 1930年代にかけて流行し，社会主義や共産主義思想に基づいて，搾取される貧しい労働者の悲
惨な生活実態を暴露し，資本家や資本主義のシステムに批判の目を向けた文学である。アメリカでは，1930年代
から 1940年代初期に盛んであり，大不況など当時の経済，社会状況を踏まえて，最下層階級のプロレタリアート
がどう生きるべきかをテーマとした文学である19。『収穫』のプロレタリア的作品（主に詩）には，資本主義のシ
ステムに対する痛烈な批判や，階級闘争や革命を目指すという過激さはあまり見られなかった。しかし，先の『同
胞』の記事が示すように，人間関係の面からみた場合，そこに程度のいかんはあるにしても，かなりの「左翼的」
なつながりがあることが推察される。まずその中心的な人物は上山平八（別名，三田穢土，三田平八）（1904－1963）
                                                   
19 小田切進編『日本近代文学大事典 4』（講談社，1977），451-54；大島良行『アメリカ文学史』（桐原書店，1995），179-97。 
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である。彼はハリウッドで俳優としてアメリカ映画にも出演した上山草人（本名，三田貞）と，妻上山浦路（本名，
三田千枝）の長男として 1904年，東京の新橋で生まれた。のちにアメリカに渡った呼び寄せ一世である。 
 吉見かおるの最近の研究「帰米二世画家ルイス・巌・スズキが今語ること―オーラルヒストリーから浮かび上が
った第二次大戦期における日系アメリカ人左翼の活動」（2014）によれば，上山は「日本人プロレタリア芸術研究
会（JPAL）」（1931 年，ロサンジェルスで創立）のメンバーであったという20。その研究会には，画家宮城与徳，
その妻で作家山城千代，上山の母，浦路らも参加していたらしい。月刊誌『プロレタリア芸術』を発行していたよ
うだがこの雑誌の現物は入手できていない。カール・米田もそこに詩を投稿していたという21。 
また，吉見によれば，左翼的活動に従事した経験のある帰米二世画家，ルイス・巌・スズキが，三田が共産主義 
者であったこと，そして彼から日本語・英語の言語グループから成る，マルクス主義を学ぶ勉強会に招かれたと
証言しており，ここから上山（三田平八）と共産党とのつながりが示唆される22。スズキは日本滞在中に，電車
内で偶然出会った日本人一世の共産主義者の男性から，日本軍の中国での残虐行為について教えられ，帰米を強
く勧められた。また帰米するならロサンゼルスの友人も紹介すると言われ，その友人が上山であったという。彼
はスズキがアメリカで生活できるように様々な面で援助し，彼にとって兄的な存在であったらしい。 
吉見は，その勉強会が『収穫』の母体「北米詩人協会」だと捉えているが、それはまだ検討の余地があるであろ
う。山本岩夫による『収穫』の解題「幻の文芸誌『収穫』」には，『収穫』のメンバーとして一枚の写真が掲載され
ている。そこには，前述の渥美久雄，上山平八，妻のチエ・モウリ，母の上山浦路，『同胞』の記事で「進歩的」
と称されていた武田露二，林田盛夫の妻，そして，石垣綾子が映っている23。ここからも，『収穫』の共産主義と
のつながりが推測され，その勉強会が「北米詩人協会」と捉えそうにもなるが，しかし，『収穫』第 2 号発行時，
1935年 5月頃の「北米詩人協会」の会員数は約 65名で，その中で先の小松による『同胞』の記事に「進歩的」
だと名前を挙げられていた人はわずか 7 名である。したがって，可能性があるとすれば，上山を中心とする「北
米詩人協会」またはそれを含む「文芸連盟」会員のうちの，プロレタリア派，左翼派の者による独自の集まりでは
ないかと推測される24。 
 上山を中心とする人間関係を考慮すると，上山の作品や他の『収穫』同人の作品自体にも、明確なプロレタリア
文学的傾向は確かに見出される。上山平八の詩「雨の夜」は，日系一世の俳人伊勢田初枝の追悼歌ではあるが，同
時に都会にうごめく貧しい人々の姿が描かれている25。原信吉は詩「キャスケードにて」で，アメリカの荒れ地を
開拓した人々や東洋出身の移民を称賛し，また低賃金で貧しさに喘ぎながら働く労働者の生活を描き，さらにそう
した階級差や貧困層を抱えた社会を労働運動によって変革しようという意気込みを表現している26。宮崎史郎は多
                                                   
20吉見かおる「帰米二世画家ルイス・巌・スズキが今語ること―オーラルヒストリーから浮かび上がった第二次大戦期における
日系アメリカ人左翼の活動」『多文化共生研究年報』10・11合併号，2014年 3月，57-82。 
21 米田，『がんばって』，69。 
22 吉見，「帰米二世画家ルイス・巌・スズキが今語ること」，62。 
23 山本，「幻の文芸誌『収穫』」，21。チエ・モウリは資料によってはモウリ（毛利），モリ（森）と記されているが，山本の記
述によると，正しくは前者のようである。 
24 「文芸連盟」（「文芸協会」と「北米詩人協会」の合併した組織）の会員の名簿が『収穫』第 2号の 60頁に載せられている。
『収穫』第 2号の発行年月日は，雑誌の奥付に記載がなく不明である。ここでは山本の推測によって 1937年 5月頃とした。同
上参照。 
25 上山平八「雨の夜」『収穫』3号，1937年 9月，21-22。 
26 原信吉「キャスケードにて」『収穫』3号，24-25。 
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くの版画の挿絵を『収穫』に載せている。農園で収穫された作物を箱に詰める作業にいそしむ労働者たちを描いた
「農園」，節くれだった手が力強く，実った果実をもぎ取ろうとしている様子を描いた「労働の果物を！」など，
労働者をテーマにした印象的な版画を数多く載せている27。彼の版画は『同胞』にも掲載されており，また彼は 1940
年 11月頃，病のために急逝したようであり，神山三郎による追悼詩が『同胞』1940年 11月 15日付けの紙面に
「死と闘ふ者―この一篇を宮崎君の霊前に捧ぐ」と題して掲載されている28。そこには労働運動に参加していた彼
の姿や，革命を目指し続ける彼の信念，離れることのできなかった貧困の生活が詠われている。 
 プロレタリア文学の傾向については，より深く作品を分析する必要があるのだが，現時点で一つ，注目しておき
たい特徴がある。先述したように，『同胞』において小松孫之助は，在米日本人作家たちが，「生活に目覚めて」進
歩的になってきたことを歓迎すると述べていた。この「生活」という語は，重要な意味を持っていると思われる。
なぜなら，在米日本人の文学活動について「生活」という語は一つのキーワードでもあったからである。1920年
代に西海岸を中心に「移民地文芸」論を主張した，一世世代の作家翁久允も，「移民地文芸」に必要な要素として，
移民として，またアメリカに居住する日本人として, 自分たちの厳しい生活の局面を，ありのままに描くことが必
要だと訴えていた29。また，歌人の下山逸蒼も「生活」を歌うことへのこだわりを持っていた30。こうした日系文
芸人たちは，彼らの移民としての「生活」のありのままを文学作品として表現し，その現実を社会に訴えていこう
とする傾向がかねてから見られた。そしてこの『収穫』においても，同様の傾向がうかがえるのである。 
例えば『収穫』創刊号の加川文一による「創刊の言葉」には，『収穫』を発行するのは「単に文芸雑誌を出して
見たいといふ者ママ好きな気持ちを満足させる」ためのものではなく，「色々な事情でアメリカに生活してゐる」彼
らが直面している問題，「特殊な事情と環境のうちに今かうして生活してゐる」彼らの問題について考え，感じ，
経験したことを文芸の形に高めて表現するためのものだと説明している。そして『収穫』を守っていくことは「自
分の生活のよい部分をまもつてゆくこと」であり，「今日と明日のつながりを血で示してゆく誠実な生活態度の現
れ」であると結論づけている31。加川は，日系文芸人の間で 1920年代半ばから頭角を現し，詩人として一目置か
れた存在であった。彼は，文芸人たちがプロレタリア詩的な傾向を帯びていくことに，異論を唱えていた人物の一
人であった。そのような人物でさえも，在米日本人，日系人の文学の発展を願うときに，おのずから生活を重視す
る姿勢が出てくるのである。 
また，しんいちろうによる詩「ぶらんけつと」は，体臭を吸い込んだブランケットを象徴的に示し，貧しい労働
者の生活を示唆しながら，年老いた移民の来し方，彼の人生が体現する一つの歴史を読者に訴える。「季節季節を/ 
悩みと反発と諦めとを包んで/ 体臭の染みついて来たぶらんけつとよ/ 結局はふるさとなき人ともなつて/ 朽ち逝
かんとする彼にはあれど/ その体臭のぶらんけつとに/ あなたは老移民の心意気を見たか」と綴られる後半部には，
                                                   
27 宮崎史郎「農園」『収穫』2号，1937年 11月，17；宮崎史郎「労働の果物を！」『収穫』4号，1938年 4月，2。 
28神山三郎「死と闘ふ者―この一篇を宮崎君の霊前に捧ぐ」『同胞』1940年 11月 15日。 
29 中郷芙美子「翁久允移民地文芸の特徴―『生活』と『思想』について」『立命館言語文化研究』第 4巻 6号，1993年 3月，
49-64；水野，『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷』，第二章。 
30 中郷芙美子「日系一世たちの自己表現―下山逸蒼と伊勢田初枝の短詩形文学」アジア系アメリカ文学研究会編『アジア系ア
メリカ文学―記憶と創造』（大阪教育図書，2001）。 
31 加川文一「創刊の言葉」『収穫』創刊号，1936年 11月，1。 
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移民労働者としての苦労と哀愁が切実に語られている32。しんいちろうは『同胞』の小松による記事で，「進歩的」
文芸人として名前を挙げられた人物である。 
こうした例から考えられるのは，日系の文芸人たちが「移民文学」として目指す，彼らのアメリカにおける「生
活」を重視した文学的特徴が，プロレタリア文学の持つ，労働者や弱者の立場に立って，その置かれた現状を告発
していこうとする作風と相通ずる側面があるということである。プロレタリアという教義的なイメージを抜きにし
て考えても，『収穫』には，日系人の移民労働者としての日常，マイノリティとしての立場，生活における苦労を
描いた作品が多いことにすぐに気がつく。移民や移民の両親を持つという出自，彼らの境遇が，ちょうどプロレタ
リア文学の持つ，労働や生活を重視する傾向と比較的結びつきやすく，共鳴するところがあったのではないかと推
測されるのである。 
 
３－３．二世の文学活動と左翼的活動の関わり 
1930年代には二世による多くの英文雑誌が産声を上げた。それらを以下にまとめてみると次のようになる。『レ
イメイ』（Reimei）(1931年 1月創刊)は，詩人ヤスオ・ササキを中心に，タロウ・カタヤマ，トウスケ・ヤマサキ
を編集者として，ユタ州ソルトレイクで創刊された。続いて『リーブズ』（Leaves）(1934年創刊)は，オピニオン・
リーダー的存在として，『新世界朝日』の英語欄にコラムを連載していたメアリ・オオヤマが中心となり，詩人の
チエ・モウリ，呼び寄せ一世で日本語の文芸人たちの指導者的存在だった加川文一，他ジェームズ・ササキ，ルシ
ール・モリモト，カール・コンドウが参加しており，ロサンゼルスが拠点であった。また，『ギョウショウ』（Gyo-sho）
(1936 年 6 月創刊)は詩人エディー・シマノが中心となり，詩人のトヨ・スエモト，メアリ・オオヤマ，テルコ・
イズミダが主な寄稿者で，おそらくサンフランシスコ付近で創刊されたと思われる。そして，『カレントライフ』
（Current Life）(1940年 10月~1942年 1月)であるが，この雑誌はジェームズ・オオムラを編集長とし，サンフ
ランシスコで創刊された。オオムラの妻フミコ・オオクマ，ハリー・ヤスダ，メアリ・オオヤマ他主要な二世文芸
人の多くが寄稿していた。 
これらの雑誌に見られる政治的主張についての考察は，稿を改めたいのだが，ただ，こうした雑誌に関わってい
た二世たちを包含している組織があり，ここではそれに注目してみたい。その組織は 1939年に結成された「二世
作家・芸術家連盟」（The League of Nisei Writers and Artists）である。この連盟の結成に関する資料（おそらく
結成に際してのニューズレターのようなもので “The Letter”との名称がついている）によると，この組織は，山
本岩夫が「アメリカに生きる日系文学―詩人そして文学の『指揮者』ドクター・ヤスオ・ササキ」(1988)でも指摘
したように，ヤスオ・ササキが呼びかけ人となり，社会問題に関心を持ち，「反動の潮流とファシズムの脅威から
民主主義の制度と理念を守るために」（ “to defend our democratic institutions and ideals against the rising tide 
of reaction and threat of fascism”）結束する必要があると感じた文芸人たちの集まりであるという33。 
連盟のメンバーは，ヤスオ・ササキ，ジョー・オオヤマ，トモマサ・ヤマサキ，チエ・モリ，ヘイハチ・カミヤ
マ，ユージーン・コノミ，ルース・クラタ，ビル・ミヤザキ，エレン・トューン，リリー・オオヤマ，ラリー・タ
                                                   
32 しんいちろう「ぶらんけつと」『収穫』4号，1938年 4月，15。 
33 山本岩夫「アメリカに生きる日系文学―詩人そして文学の『指揮者』ドクター・ヤスオ・ササキ」『海外移住』1988年 7月，
7-10。連盟に関わる資料は，山本氏よりご提供いただいた。ここに感謝の意を記したい。 
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ジリ，ジョン・フジイ，ジョージ・フルヤ，メアリ・オオヤマ，タロー・カタヤマ，ヘンリー・タカハシ，イワオ・
カワカミ，ツグヨ・オカガキとされている。また，参加の意思を示した人として，カール・コンドウ，タッド・ウ
エノ，アイラン・ホシナ，テル・イトウ，キクエ・ウカエ，トヨ・スエモト，ケン・タシロ，メアリ・タケタ，ジ
ョージ・ワタナベが挙げられている。ここに名を連ねている人物のすべてについての詳細を，把握できてはいない
が，彼らの多くは，1930年代に新聞や雑誌でジャーナリズムや文筆活動を行っていた人々である。また「ヘイハ
チ・カミヤマ」「チエ・モリ」「カール・コンドウ」は『同胞』の小松の記事で「進歩的」とされた人々である。 
また，この資料には，“Art Note”と題する欄があり，そこでは，スペイン内戦におけるナチスによる空爆の惨劇
を描いた，ピカソの『ゲルニカ』が，ビル・ミヤザキによって好意的に紹介されている。また，“Book Notes”と題
する欄では，ヤスオ・ササキがオランダ，カナダ系アメリカ人ジャーナリストのピエール・ヴァン・パッセン（Pierre 
van Paassen）の著作『我々の日々』（Days of Our Years）（1939）を紹介し，ヨーロッパや西アジアにおける戦
争の現実を描いたその書籍を，ぜひ読むべきものとして連盟の会員たちに強く薦めている。このような資料の内容
からも，この「二世作家・芸術家連盟」の性格と目標が裏づけられる。そして，日系二世の文芸家全体において，
民主主義を守るための反ファシズムに対抗しようとする人々の広範囲な結びつきが存在したことを確実に指摘で
きよう。 
 
４．おわりに 
以上述べてきたように，日系人の 1930年代の文学活動の中には，さらなる調査が必要なものの，共産主義，社
会主義，プロレタリア派など「左翼的」で社会的意識の強い作家がかなり存在し，強弱の差はあれ，ある程度のつ
ながりを持って活動していたことが，ひとまずは事実として確認できる。今後は，それぞれの雑誌の内容，主張の
差異などを，時代背景と合わせてより深く分析してみなければいけない。また，こうした文学・文化における社会
主義的，進歩的な思潮の流れは，世界的な文学・文化的活動の中でどのように位置づけられるのかも明らかにして
おく必要があるだろう。例えば，アメリカではほぼ同時期に，ユダヤ系アメリカ作家であり，後にニューヨーク知
識人と称される作家たちによって，共産党の機関誌として文芸雑誌『パーティザン・レビュー』（1934年創刊）が
発行されている。こうした左翼的な雑誌との関連も視野に入れておくべきである34。また，1930年代の「左翼的」
な文学活動の状況が明らかになれば，その後戦中，戦後へと続いていく，日系アメリカ人の文学活動における「左
翼的」文学の流れを掘り起こしていくことも可能である。その作業は，日系人の文学活動を，第二次世界大戦を重
要な時点として，日系社会のみだけでなく，日本，アメリカはもとより，全世界的な文学，芸術，政治との連動を
ともなう歴史的な潮流の中で評価していくことにもつながっていくであろう。 
 
 
水野 真理子 
   富山大学医学部（教養：英語） 
                                                   
34 ニューヨーク知識人とパーティザン・レビューに関しては，秋元秀紀『ニューヨーク知識人の源流―1930年代の政治と文学』
（彩流社，2001），1930年代のアメリカ知識人たちが抱いた急進的思想に関して，その理想の追求と挫折については前川玲子
『アメリカ知識人とラディカル・ビジョンの崩壊』（京都大学出版会，2003）が詳しい。 
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1. Introduction 
Free writing as an instructional technique has been promoted for the improvement of students‟ writing fluency 
abilities in the classroom, such as a potential part of Nation‟s (2007, 2014) four strands of language learning or as a 
complementary output component to the primarily input-based extensive reading curriculum (Hafiz & Tudor, 1989). 
While a number of investigations have explored potential gains in fluency through the use of this pedagogic technique 
(see, for example, Blanton, 1987; Reichelt, 2001), the effectiveness of free writing in improving students‟ writing speed 
remains unclear. For example, in a recent investigation, Muller (2014) describes how in one intact Japanese high school 
class, English free writing clearly led to significant improvements in writing speed, while in another Japanese high 
school class students demonstrated no significant increase in their writing speed after a year of practice. This paper 
intends to add to the currently underdeveloped research base into free writing by describing the results of application of 
the pedagogic method in two medical science English courses at the university level in Japan. The next section briefly 
summarizes the literature underpinning the use of free writing for developing students‟ written fluency and outlines 
some contextual information regarding English language learning in Japanese classrooms. This is followed by a 
description of the research and pedagogic methods used for this investigation. Results indicate that when using the most 
convenient measure of writing fluency, word count, no significant difference was found between the beginning and end 
of the year in writing speed in either class. Student reactions to free writing and their lack of increased writing speed are 
discussed, and the overall positive evaluation of free writing by the students is considered in relation to the results 
obtained. One salient student observation is that the final free writing exercise came just before the students‟ final 
exams in other subjects, and so Ushioda‟s (1996; see also Dörnyei, 2001) concept of motivation varying throughout a 
course may have influenced the results of this investigation. More sensitive measures of writing fluency which may be 
more effective at determining changes to students‟ writing through the practice of free writing in the language 
classroom are considered in the discussion section. It is important to note that while this paper does not demonstrate 
statistically significant results, the need for dissemination and publication of such non-significant results in research is a 
growing theme in the academic publication literature (see, for example, Csada, James, & Espie, 1996), and it is with 
this concern in mind that these results are presented and described here. 
 
2. Literature review: Free writing in the English as a Foreign Language Classroom 
The literature on second language (L2) learning applications of free writing suggests that it can improve writing 
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speed (Fellner and Apple, 2006; Muller, 2014). Both of these studies, in addition to Bonzo (2008), are discussed in 
more detail below. 
Bonzo (2008), researching German as an L2, found that free writing over the course of a semester of practice led to 
increases in student writing complexity, although he used a measure of complexity specific to German and therefore it 
is not easily transferrable to English. He reported no significant increases in student fluency, although rather than using 
word count as a measure of fluency, he used the type:token ratio (Bonzo, 2008), which is more commonly considered a 
measure of lexical variation than fluency (see, for example, Kuiken & Vedder, 2008), and so his findings are therefore 
not necessarily conclusive. Unfortunately, Bonzo (2008) does not report word count for the free writing in his 
investigation. His research, however, was primarily concerned with the influence of topic selection on student 
production, about which he concludes that not setting a topic for free writing is preferable to the teacher selecting a 
topic (Bonzo, 2008). 
Fellner and Apple (2006) examined how Japanese students‟ writing speeds improved during a six-week class writing 
„blog entries‟ for seven twenty-minute sessions. They found that their students nearly quadrupled their rate of writing, 
from an average of approximately 32 words per entry in the first week to about 122 words per entry during the seventh 
week of the program (Fellner & Apple, 2006, p. 20). As their research involved students typing on computers to 
compose their texts, they note as a caveat to their findings that it wasn‟t clear whether this represented an improvement 
in their students‟ English writing fluency or whether this was due to their students becoming more familiar with and 
therefore faster at typing English on a keyboard (Fellner & Apple, 2006). Despite this, the gains recorded in their 
research are quite encouraging for teachers considering whether to implement free writing practice in their own 
classrooms. 
Also in Japan, Muller (2014) investigated the application of free writing at two schools, a private and a national 
public high school in Japan. His research included one control group for the national public high school, but no control 
group for the private high school students. He found that the only statistically significant gains in writing speed as 
measured by total words written in ten minutes were among the private high school students, while the national public 
high school students‟ control group reported a statistically significant decrease in total words written, and the 
experimental group, who had been practicing free writing for a full academic year, reported no significant change in 
overall writing speed. Muller (2014) outlines several methodological problems with his investigation, including the fact 
that in the case of the national high school students, students practiced writing for five minutes during class, but the data 
collection writing times were ten minutes long, while in the private high school, the writing times for practice and data 
collection were both ten minutes. Additionally, in the first instance of free writing in the national public high school, 
free writing was modeled by the teacher, while in the final instance, no model was provided (Muller, 2014). In light of 
earlier findings that suggest providing a model of free writing increases student writing speed (Way, Joiner, & Seaman, 
2000), Muller (2014) speculates this may account for the inconclusive results in his investigation. He also notes that the 
success of free writing in one context and its lack of success in another illustrates the importance of evaluating 
pedagogical interventions in light of local factors, such as the particular classrooms and the particular students to which 
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they are applied (Muller, 2014). 
This investigation seeks to address some of the methodological shortcomings of Muller‟s (2014) investigation by 
examining the influence of free writing practice on two intact classes of students enrolled in their second year of 
medical science study at a national university in Japan. The effectiveness of the pedagogic technique for these students, 
in this context, with a particular teacher is also evaluated, asking whether their writing speed improves through students 
practicing free writing during the course of a semester of study. 
 
2. Research methods: Describing the pedagogy and the investigation 
This section describes the classes involved in this investigation, the free writing pedagogy as applied in them, and 
finally turns to the research methods used to investigate the influence of free writing on student writing speed. 
 
2.1 The classes 
Two classes were used for this investigation, both second year elective English courses at the same national 
university in Japan. One class consisted of students majoring in Medical Science and the other of students majoring in 
Pharmaceutical Science. For the Medical Science class, 24 students were enrolled in the course, but due to a large 
number of absences on the final day of the course, data for only 13 students was available for comparison from the first 
to the final class. With the Pharmaceutical Science class, 38 students were enrolled in the course, although again due to 
a large number of absences on the final day of the course, data for only 25 students was available for comparison. 
 
2.2 Free writing pedagogic methods 
Herder (2009) offers an extensive description of and justification for the use of free writing as a pedagogic tool in the 
Japanese English as a foreign language classroom, explaining how much of Japanese English language education is 
form-focused and therefore many students‟ experience of language learning does not include Nation‟s (2007) ideal of 
25% of time devoted to a fluency focus. The stance taken in this paper is similar to Herder‟s (2009); that the students 
would benefit from a significant amount of class time devoted to practicing fluency-focused activities such as free 
writing. In its most basic form, free writing involves asking students to write freely about anything they like for a set 
period of time (Herder, 2009). The rules are that students should not erase anything or check dictionaries for spelling, 
but that they should concentrate on producing as much text as possible in the time allotted (Herder, 2009). Herder and 
Sholdt (2014) advocate for ten minutes of writing time in the classroom, the amount of time devoted to free writing in 
the classes used for this research. Another variable of concern in free writing is whether students are provided a topic to 
write about or if they are asked to write about anything of interest to them. Some research has suggested that not 
providing a topic can lead to improved writing (Bonzo, 2008), but in terms of practicality, in my experience, students 
demand a topic be supplied for free writing. Thus, as a compromise, students were invited to write about any topic they 
wanted, but one was provided to use if they liked. An additional variable that has been shown to influence writing speed 
is whether or not a model is provided, as providing a model has been shown to result in increased writing speed 
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compared to students not shown a model (Way, Joiner, & Seaman, 2000). 
The pedagogy implemented in this research began with students watching the teacher-researcher model the free 
writing task for the whole class for five minutes, which was followed by students asking questions about the content of 
the model. Next, students wrote for ten minutes, recorded the number of words written on a free writing record sheet 
(Appendix A), and then made any corrections they felt appropriate. To make the activity more communicative, students 
were then asked to summarize the contents of their writing for a partner in about 90 seconds, after which their partner 
was given an additional 90 seconds to ask questions. Finally, homework was assigned for the students to type their 
handwritten free writing into a Moodle forum, writing at least 100 words (and therefore expanding on their original free 
writing in some cases), and to comment on two other students‟ posts in the same forum. This final step was also 
included to make the free writing more communicative and to encourage students with slower writing speeds to expand 
on their free writing in their homework. This process was repeated for 14 of the 15 classes, starting with the second 
class of the semester. Each class was 90 minutes, and the free writing-related activities took up about 30 to 45 minutes 
of this time. The remaining time was devoted to other English comprehension tasks. While these tasks did involve 
writing, the focus was writing for accuracy and comprehension rather than speed. 
 
2.2.1 Classroom free writing goals 
Muller (2014) discusses the importance of not pursuing writing speed for the sake of speed and, citing Pallotti‟s 
(2009) criticism of goals for L2 production based on first language (L1) standards, concludes that classroom writing 
fluency goals based on international tests of English proficiency may provide a means of setting a writing length 
benchmark for students independent of L1 writing proficiency norms. Muller‟s (2014) suggested speed of 15 words per 
minute of fluent writing (not attending to accuracy) was set as a goal for the students‟ free writing time.  
 
2.2.2 Dealing with the unexpected 
At week three, it was evident that a small minority of students in both classes were writing 150 words or more in the 
ten minutes, and so these students were invited to write to a sample TOEFL writing prompt rather than continuing free 
writing, as they had already achieved the benchmark goals. This task was offered as an option to students who were 
writing very quickly, which meant they could choose between their own topic, the suggested free writing topic, or the 
TOEFL prompt during the course. 
 
2.3 Research methods 
This investigation compared students‟ first and final free writing word counts for the two classes. As the topic of free 
writing has been shown to influence students‟ writing speed, matched topics were used for the first and final instances 
of free writing: „Write about your family‟ and „Write about your friends.‟ These two topics have been shown to be 
similar in terms of difficulty for Japanese students (Nakanishi, 2006), and they were counterbalanced between the 
classes so that one class started with one topic and finished with the other and vice-versa. The measure of fluency used 
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for this investigation was total words written in ten minutes, similar to one of Fellner and Apple‟s (2006) measures 
(words written in 20 minutes) and also a measure advocated by Wolfe-Quintero, Inagaki, and Kim (1998) for evaluating 
fluency. Words written was selected because it correlates positively with other, more complex and analytically 
demanding measures of fluency (Chenoweth & Hayes, 2001) and is the most easily applied to handwritten writing data. 
In addition to performing free writing during the last class of the semester, the difference in students‟ writing speed 
from their first and final effort was presented to them and they were asked to comment. These written reflections were 
collected and are summarized below. As students commented in small groups, five reflections were collected from the 
Medical Science majors and six from the Pharmaceutical Science majors. 
 
3. Results 
The data available for both classes in terms of their writing speed from the start and the end of the free writing 
practice are presented in Table 1. None of the changes in writing speed reported in Table 1 are significant at the p < .05 
level using Student‟s t-test. 
 
 
Table 1. Results for both classes free writing from the start and the end of the semester 
Class n 
Semester start, 
average words 
(SD) 
Semester end, 
average words 
(SD) 
Change 
Medical Science 13 120 (28) 121 (29) +1 
Pharmaceutical Science 25 98 (28) 100 (33) +2 
Combined 38 106 (29) 107 (33) +1 
High performers removed 
(> 150 words at start) 35 101 (25) 106 (34) +5 
 
 
Examining Table 1, students did not appear to improve their writing speed during the course of the semester, a 
finding similar to Muller‟s (2014) national high school group. Interestingly, in commenting on why they did not 
improve their writing speed, the counterbalanced topic selection meant that of the five Medical Science major 
reflections, two stated that „Write about your family‟ was a more difficult topic than „Write about your friends,‟ the topic 
they wrote about for their first free writing. Among the Pharmaceutical Science majors, three of the six reflections 
identified topic difficulty as factoring into the lack of improvement in their writing speed, despite their having started 
with family and finished with friends. Among the Pharmaceutical Science majors, two responses referred to writing 
fatigue with respect to the lack of gains in writing speed. With the Medical Science majors, two responses mentioned 
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the need to study for pending exams in other subjects led to a lack of energy to write in the final class of the semester, 
echoing Ushioda (1996) and Dörnyei‟s (2001) discussion of student motivation varying over a course of study. Of all 
eleven responses, only one from the Pharmaceutical majors claimed that the reason for the lack of improvement in 
students‟ writing speed was due to no improvement in their writing skills. 
 
3. Discussion 
While the results outlined above are disappointing in the sense that the students‟ writing speed did not increase, 
which was one of the goals of implementing free writing in the first place, there are a number of caveats that should be 
considered before rendering a final verdict regarding the use of free writing with these students in this context. One is 
that word count as a measure of fluency has been criticized as crude, and that alternative, more desirable measures have 
been promoted in some recent literature. Specifically, Abdel Latif (2009, 2014) advocates for the use of a process 
approach to evaluating student fluency. The problem with applying such a research methodology in an intact classroom, 
outside of a controlled experimental setting, is that the technological and analytical requirements are complex. Students‟ 
writing activity needs to be individually recorded, and time has to be set aside for review of the data gathered. One 
measure Abdel Latif (2014) strongly advocates for is the use of mean length of bursts (Abdel Latif, 2014), but these are 
largely determined through the use of measuring pausing during writing and asking students to conduct their writing 
while simultaneously performing a think-aloud protocol, describing what they are thinking for the benefit of the 
researcher. While such measures may have promise from a researcher perspective, from a teacher perspective they 
remain impractical to implement in the majority of second language writing classrooms. In addition, the authenticity of 
asking students to think aloud while they write is questionable. 
More positively, some methods have been suggested for the creative statistical manipulation of the data available. 
With regard to extensive reading data, Atkins (2014) suggests the use of averaging protocols to complete missing data 
to rescue otherwise unusable results (due to, for example, students missing class) and statistical manipulations which 
allow for the examination of trends throughout a course rather than simply comparing numbers from the first and last 
classes during a research period. Unfortunately, applying Atkins‟ (2014) suggested manipulations and evaluations to the 
data in this investigation is beyond the scope of this report, but doing so would allow for examination of some of the 
hypotheses suggested by students, namely that they improved their writing speed initially but that their improvement 
slowed over time. There are potential issues with transferring measures developed for extensive reading (where the 
vocabulary and overall difficulty of passages are more carefully controlled than can currently be accomplished with 
writing prompts) to writing data, but this could be a fruitful avenue for future exploration. 
Additionally, it may be that students would benefit more from less writing time since there is little evidence that ten 
minutes of free writing is more desirable than five minutes. In this context, with these students, less may be more. This 
is another avenue for potential investigation that should be followed before determining that free writing is 
unsalvageable in this context. 
Finally, there are a number of other measures of student performance, including measures of accuracy and 
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complexity, in addition to more sensitive measures of fluency. Many (but not all) of these measures are summarized by 
Chenoweth and Hayes (2001). Future analysis could examine these other measures to determine whether one group of 
the Medical Science students were right when they suggested in their reflection that while they were writing largely the 
same number of words, the „contents‟ of what they were writing had changed. Unfortunately, since such additional 
analysis often requires digitized data, as in the examination of lexical profiles of student writing, hand written free 
writing is not an ideal starting point for exploring such questions. The conversion of handwritten data to digital form 
may require more time and resources than many language teachers have at their disposal. 
 
4. Conclusion 
This paper explored the question of the effectiveness of free writing for two elective medical science English classes 
at a national university in Japan. The measure used, number of words written in ten minutes, did not show any 
significant change between the first and final instance of free writing, although there were a number of factors outside 
the researcher‟s control with respect to this result. One was that in both classes the attendance at the final class was 
unusually low, and so the number of students with comparable data was more limited than it otherwise may have been. 
Another is that more complex evaluations of fluency, such as length of P-bursts (Chenoweth & Hayes, 2001, p. 91), 
were not applied to the students‟ writing. Finally, there are pedagogical adjustments that can be made, such as reducing 
the writing time from ten minutes to five minutes, which may result in students‟ being able to maintain their writing 
focus more successfully throughout the semester. This paper has not tried to answer these additional questions with 
respect to free writing, but has posed them as challenges worthy of future investigation. Finally, it was asserted in the 
introduction that despite lacking in statistical significance, it is important to disseminate as many research results as 
possible, including those presented here, in order to make as complete a picture of the research field as possible publicly 
available. 
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Appendix A Example completed free writing record sheet 
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